
令和２年度第１回北海道文化財保護審議会 議事録 

 

日 時 令和２年（2020年）４月 27日（月）14時 25分～17時 45分 

場 所 道庁別館 教育庁８階１号会議室（札幌市中央区北３条西７丁目） 

    渡島教育局 ミーティングルーム（函館市美原４丁目６番 16号） 

    十勝総合振興局 ４階図書館（帯広市東３条南３丁目） 

出席者 出席委員 11名 

      乾  淑子（京都造形芸術大学講師） 

      大原  雅（北海道大学大学院環境科学院長） 

      児島 恭子（札幌学院大学教授） 

      小杉  康（北海道大学大学院教授） 

      澤村  寛（足寄動物化石博物館特任学芸員） 

      鈴木 幸人（北海道大学大学院准教授） 

      角 美弥子（北海道教育大学岩見沢校准教授） 

      中村 和之（函館工業高等専門学校特任教授） 

      羽深 久夫（札幌市立大学専門研究員） 

      森  雅人（札幌大谷大学教授） 

      小島健太郎（北海道森林管理局計画保全部長） 

議 題 （１）協議事項 

      ア 北海道における文化財保存活用大綱について 

      イ 道指定文化財の諮問に対する答申について 

議 事 

（１）協議事項（非公開） 

  ア 北海道における文化財保存活用大綱について 

北海道における文化財保存活用大綱の答申案について協議した。 

  イ 道指定文化財の諮問に対する答申について 

    令和元年８月７日付けで北海道教育委員会教育長から北海道文化財保護審議会に対し、無形

民俗文化財「金
こ

刀比
と ひ

羅
ら

神社例
じんじゃれい

大祭
たいさい

」及び「釧路
く し ろ

鳥取
とっとり

きりん獅子舞
し し ま い

」の指定について諮問され

たため、審議を行った。 

    審議の結果、北海道文化財保護条例施行規則第 53 条に定める指定基準に該当することから、

「金刀比羅神社例大祭」を無形民俗文化財（風俗慣習）に、「釧路鳥取きりん獅子舞」を無形

民俗文化財（民俗芸能）に指定するよう答申することを決定した。 

    また、平成３１年２月２７日付けで北海道教育委員会教育長から北海道文化財保護審議会に

対し、天然記念物「ナカガワニシン化石」の指定について諮問されたため、審議を行った。 

    審議の結果、北海道文化財保護条例施行規則第 57 条に定める指定基準に該当することから、

天然記念物（地質鉱物）に指定するよう答申することを決定した。 

 

 （議事終了 17時 45分） 

 

  

 


